30th Anniversary of Niya Research and 40th Anniversary of Reform and Door-opening Policies by 小島, 康誉
ニヤ調査30周年と改革開放40周年






































9 月21日、任華新疆政府副主席との会見時に「 1 月から 8 月迄で新疆への観光客 1 億人、年
間では1.3億人に達するだろう」と聞いた( 1 )。 9 月下旬参観したウルムチ国際バザール・トル
ファン交河故城・クチャキジル千仏洞など至る所に中国人観光客があふれていた。于館長から
は「観光ブームで一日 1 万人来館」と。2019年 1 月迄の記念展も多くの方が参観し、日中相互
理解促進の一助となるであろう。
ニヤ調査30周年成果展は中国の検索サイト「百度」では「新華网」「人民网」など現時点で
28万件余報じられている( 2 )。そのひとつ我が国の文化庁に相当する「国家文物局」Web には
「改革開放40周年と中日共同ニヤ調査30周年を祝うために開幕した」などと報じられ、「亜心
网」は「初日は8000人以上が参観した」と報じている( 3 )。












イリク」を配した。また中国語で「一帯一路実践図典 克孜尓 尼雅 丹丹烏里克」、英語で









































残る前 1 世紀から 5 世紀頃まで栄えた古代都市で、『漢書』など記載の西域36国のひとつ「精




















































































以降調査の覚書を交わした( 8 )。翌91年10月～11月第三次調査(予備調査)を実施、これら 3 次













1994年 9 月 1 日、筆者と王炳華新疆文物考古研究所長が94年度調査発掘詳細協議書に調印し、




































査・仏塔周辺の地形測量、第 3 章「自然科学的調査・分析」は1993年採集木材の樹種・N2 住
居址群の劣化状態・青銅・ガラス関連採集資料の科学分析結果、第 4 章「考察編」はニヤ調査
の回顧と新しい成果・ニヤ遺跡 N3 住居址群の概況及び建物の構造・沙漠中の古代都市ニヤ遺













文を分冊し、別に図版をつけ、 3 冊セットとした。共に A4 版である。日文版では、巻頭図版


































































































































これら両国政府の努力により改善が順次進み、2018年 5 月 8 日、李克強首相が訪日した。中





























































環でショートビデオも撮影された。記事も 1 分動画も日本語と中国語で Web 発信されている。
11月には「人民日報」から「改革開放40周年」への中国語での書面取材を受けた。上記と異









































































( 1 ) 中国国営新華社 Web「新華网」は「新疆旅游発展委員会によれば、2018年 1 月から 8 月迄で新疆
への国内外観光客 1 億594万2900人、前年同期比40.93% 増」(拙訳)と報じている。
baijiahao.baidu.com/s?id=1612046341964983458&wfr=spider&for=pc







( 5 ) 隊員名簿は『日中 / 中日共同ニヤ遺跡学術調査報告書』(第一巻)などに記載している。
( 6 ) 覚書は小島康誉編著『中国新疆36年国際協力実録』p.59 収録
ニヤ調査30周年と改革開放40周年(小島康誉)
111
( 7 ) 覚書は前掲( 6 )p.63 収録
( 8 ) 覚書は前掲( 6 )p.64 収録
( 9 ) 許可書は前掲( 6 )p.66 収録
(10) 協議書は前掲( 6 )p.66 収録
(11) 発掘許可書は前掲( 6 )p.77 収録























(24) 報道は前掲( 6 )p.120 収録
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(35) 日本外務省 www.mofa.go.jp/mofaj/area/china/nc_heiwa.html





(41) 2015年筆者は遺跡保護強化に対応して広大な遺跡巡視用に小型沙漠車 POLARIS を寄贈した。前
掲( 6 )p.123 に写真収録。また新疆文物局と人材育成を目的として設立している「小島新疆文化文物
事業優秀賞」をニヤ遺跡保護巡視員 2 名(2000・2017年)にも授与し、栄誉と賞金を通じて応援して
いる。前掲( 6 )p.237 に写真収録。
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